
令和5年度 学校推薦型選抜・公募制問題用紙（小論文）
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以下の文章は、 2022年5月22日に「朝日新聞J （朝刊）の社説として掲戟された記事です。 記事の中

では、 「赤字鉄道路線」という問題について述ぺられています。

あなたは、 こ の問題について、どのように考えますか。記事内での議證を踏まえた上で、理由とともに、

800字以内で論述しなさい。

※裏面は下書き用に使ってもかまいません。 ただし、解答文は解答用紙のマス目に横書きで清沓してく

ださい。
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